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こ
れ
ま
で
の
百
年
　
そ
し
て
こ
れ
か
ら

加
藤 

精
一

横浜市港北ニュータウンで計画的に残された雑木林と池は人々の憩いの場として親しまれている

平
成
31
年
（
2
0
1
9
）、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
平
成
最
後
の
」
と
い
う
言
葉
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
か
れ
ま
す
が
、
新
元
号
と
な
る

今
年
は
、
日
本
庭
園
協
会
に
と
り
ま
し
て
も
、
1
0
1
年
目
を
迎
え
る
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

に
な
る
年
と
な
り
ま
す
。

昨
年
は
、
創
立
百
周
年
記
念
誌
、
記
念
式
典
、
祝
賀
会
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
復
興
記

念
庭
園
の
築
庭
等
、
数
々
の
創
立
百
周
年
記
念
事
業
を
無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
多
く
の
会
員
の
方
々
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
庭
園
協
会
と
し
て
、
確
か
な
礎
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
1
0
0
年
を
思
え
ば
、
大
先
輩
方
は
、
関
東
大
震
災
、
太
平
洋
戦
争
お
よ

び
戦
後
復
興
、
高
度
経
済
成
長
、
バ
ブ
ル
崩
壊
等
、
近
代
の
日
本
人
の
暮
ら
し
方
や
住
環
境

が
激
変
す
る
な
か
、「
日
本
の
庭
園
」
の
あ
り
よ
う
を
、
変
化
・
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
困
難

を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
随
分
と
ご
苦
労
を
さ
れ
、
こ
の
日
本
庭
園
協
会
を
存
続
さ
せ
て
き
て

頂
き
ま
し
た
。

バ
ト
ン
を
繋
ぐ
私
た
ち
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
を
思
う
と
、
世
の
中
の
変
化

の
ス
ピ
ー
ド
は
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ
よ
う
も
な
く
早
く
な
り
厳
し
い
条
件
が
次
々
と
課
せ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
協
会
の
会
員
の
皆
様
は
、
問
題
意
識
が
高

く
常
に
今
の
課
題
に
取
り
組
み
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、
日
々
の
革
新
と
工
夫
を
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。「
庭
園
文
化
」
は
日
本
を
代
表
す
る
文
化
の一つ
だ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
「
庭
園
文
化
」
を
守
り
続
け
、
さ
ら
に
現
代
社
会
に
必
要
と
さ
れ
、
生
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
、
会
員
の一人
一人
が
考
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
1
0
1
年
目
の
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
力
を
結
集
し
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
く
こ
と
が
、
日

本
庭
園
協
会
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
S
N
S
で
情
報
が
手
軽
に
や
り
取
り
で
き
、
便
利
な
時
代
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
自
体
を
否
定
し
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
定
期
総
会
で
全
国
の
会
員
が
集
ま
る

機
会
に
若
い
世
代
の
会
員
の
顔
が
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
庭
園
協
会
を

思
い
ま
す
と
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
も
ち
、
生
の
言
葉
を
交
わ
す
機
会
を
大
切
に
し
て
い

き
、
先
輩
方
か
ら
直
接
学
び
取
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
当
協
会
の
存
続
と
発
展
を
願
う
次
第
で
す
。　
　
　

（
常
務
理
事
　
総
務
委
員
長
）
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日
本
庭
園
協
会
賞

第
12
回

平
成
30
年
度

日
本
庭
園
協
会
賞
は
、
平
成
４
年
第

1
回
の
河
西
力
氏
受
賞
以
来
、
途
中
で
選

考
の
休
止
期
間
や
、
該
当
者
無
し
等
の
期

間
を
経
て
、
今
回
第
12
回
目
を
数
え
、
こ

こ
数
回
の
選
出
に
お
い
て
は
、
各
支
部
推

薦
の
対
象
者
か
ら
、
常
務
理
事
を
中
心
と

し
た
選
考
委
員
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
て

い
た
。
今
回
は
作
品
、
業
績
に
関
し
て
本

人
自
ら
の
応
募
と
し
て
、
そ
れ
を
審
査
委

員
会
の
審
査
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
、
常
務

理
事
会
の
承
認
を
経
て
選
出
さ
れ
る
こ
と

と
し
た
。

そ
の
結
果
、
15
名
の
応
募
が
寄
せ
ら

れ
た
。
審
査
委
員
は
、
井
上
花
子
氏
（
日

本
造
園
組
合
連
合
会
理
事
）・
大
北
望
氏

（
造
園
家
）・
河
西
力
氏
（
第
1
回
受
賞

者
）・
亀
山
章
氏
（
東
京
農
工
大
学
名
誉

教
授
）・
川
村
善
之
氏
（
川
村
庭
園
研
究

室
主
幹
）・
三
鍋
光
夫
氏
（
建
築
家
）・

和
田
新
也
氏
（
日
本
造
園
建
設
業
協
会

会
長
）
の
7
名
と
し
た
。

龍
居
竹
之
介
名
誉
会
長
の
推
挙
も
あ

り
、
庭
に
関
す
る
幅
広
い
分
野
の
先
生
方

で
構
成
さ
れ
、
設
計
図
面
、
趣
旨
説
明
、

画
像
、
動
画
を
1
ヶ
月
程
前
に
各
審
査
委

員
の
方
々
に
送
付
し
て
事
前
審
査
を
お
願

い
し
た
。
採
点
、
講
評
を
記
入
頂
き
、
そ

れ
ら
を
基
に
一
同
に
会
し
て
審
査
が
行
わ

れ
た
。

審
査
の
過
程
に
お
い
て
は
、
各
応
募

作
に
対
し
て
熱
く
厳
し
い
意
見
、
講
評
が

多
く
出
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
も
一
番
多
か
っ
た
の
は
応

募
書
類
に
関
す
る
不
備
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
拙
さ
で
、
特
に
図
面
に
関
し
て

の
指
摘
が
多
数
の
応
募
作
品
に
出
さ
れ

た
。
最
低
限
の
エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ィ

テ
ー
ル
も
無
く
、
平
面
図
１
枚
だ
け
で

あ
っ
た
り
、
平
面
図
に
お
い
て
も
実
際
の

写
真
画
像
と
の
比
較
対
象
も
で
き
な
い
も

の
な
ど
で
、
果
た
し
て
実
際
の
庭
づ
く
り

に
際
し
て
も
、
こ
の
図
面
で
施
主
が
説
得

で
き
る
の
か
？
建
築
の
場
合
な
ら
ば
考
え

ら
れ
な
い
等
の
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。

ま
た
、
設
計
意
図
、
趣
旨
に
関
し
て
も
、

作
庭
コ
ン
セ
プ
ト
の
曖
昧
さ
、
欠
如
の
応
募

が
多
数
で
、
庭
の
形
、
材
料
の
説
明
に
終
始

し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
自
分
の
考
え
や

思
い
を
具
体
的
か
つ
明
確
に
説
明
が
あ
っ

て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
講
評
が
多

か
っ
た
。
写
真
に
関
し
て
は
画
像
の
画
質

の
問
題
や
、
撮
影
方
向
の
不
適
正
が
挙
げ

ら
れ
た
。

日
本
庭
園
協
会
賞
に
応
募
す
る
と
い

う
こ
と
は
、作
品
の
優
秀
性
は
も
ち
ろ
ん
、

企
画
趣
旨
、
設
計
意
図
、
設
計
図
、
施
工

写
真
、
作
品
の
独
創
性
、
構
成
力
、
特
異

性
、
精
神
性
、
施
工
技
術
な
ど
す
べ
て
を

含
む
総
合
力
が
審
査
対
象
と
な
る
と
い
う

こ
と
が
再
確
認
さ
れ
た
。

実
際
の
作
品
に
対
し
て
は
、
細
部
の

技
術
的
な
デ
ィ
テ
ー
ル
に
つ
い
て
は
素
晴

ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
技
術
の
み
に
溺
れ

て
し
ま
い
、
そ
の
先
に
あ
る
作
品
性
や
表

現
が
感
じ
ら
れ
ず
、大
作
で
あ
っ
て
も「
新

た
な
庭
園
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
作
品
」

と
い
う
庭
園
協
会
賞
の
審
査
基
準
に
沿
っ

て
い
な
い
と
の
評
価
が
与
え
ら
れ
た
応
募

作
品
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
庭
園
協
会
賞
に
は
、

福
島
県
の
新 

肇
氏
の
折
橋
邸
が
選
ば
れ

た
。
受
賞
理
由
は
、
現
地
の
風
土
を
庭
園

の
要
素
に
取
り
入
れ
、
土
地
と
環
境
に
適

応
し
た
庭
で
あ
り
、現
代
の
戸
建
て
建
築
、

生
活
ス
タ
イ
ル
等
を
盛
り
込
み
、
豊
富
な

経
験
と
実
績
を
積
み
重
ね
優
れ
た
技
能
を

持
っ
て
、
全
体
を
上
質
に
ま
と
め
て
い
る

の
は
、
今
日
ま
で
庭
に
対
し
て
真
摯
に
取

り
組
ん
で
き
た
賜
物
で
あ
る
。今
後
と
も
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
事
柄
を
追
及
し
、
本
質

に
迫
り
、
よ
り
独
自
性
、
独
創
性
に
繋
げ

て
い
き
、
更
な
る
発
展
へ
の
期
待
を
込
め

て
と
い
う
こ
と
が
、
審
査
委
員
会
の
総
意

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
内
山
貞
文

氏
の
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
は
、
周
り

の
環
境
を
取
り
入
れ
、
自
然
の
山
肌
を
そ

の
ま
ま
残
し
、
ブ
リ
ッ
ジ
で
観
客
を
導
入

す
る
手
法
は
、
建
築
、
庭
と
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
存
在
さ
せ
、
融
合
さ
せ
、
素
晴
ら
し

い
景
観
と
し
て
成
立
し
、
周
囲
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
三
位
一
体
の
風
景
が
生
れ
た
。

ま
た
海
外
の
地
で
、
日
本
と
は
格
段
の
厳

し
い
条
件
や
制
約
の
伴
う
中
、
長
年
に
渡

り
日
本
の
庭
園
文
化
を
広
め
て
い
く
ご
苦

労
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

意
味
も
込
め
ら
れ
た
。

審
査
委
員
会
に
お
い
て
は
、
最
後
ま

で
新
氏
と
内
山
氏
の
2
人
が
残
り
、
最

終
的
に
投
票
で
新 

肇
氏
が
選
出
さ
れ
た

が
、
審
査
委
員
の
中
か
ら
準
ず
る
よ
う

な
形
で
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
内
山

貞
文
氏
に
審
査
員
特
別
賞
が
贈
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

（
高
橋
良
仁　

日
本
庭
園
協
会
賞
選
考

規
定
検
討
委
員
長
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
ガ
ー
デ
ン

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
庭
園
を
統
括
。
福

岡
県
久
留
米
市
田
主
丸
出
身
。
西
日
本
短

期
大
学
造
園
科
卒
業
。
青
年
海
外
協
力

隊
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
1
9
7
9
〜
８
１
）、

国
際
協
力
事
業
団
専
門
家
（
イ
エ
メ
ン

1
9
8
4
〜
８
６
）
を
経
て
1
9
8
8

年
渡
米
。
イ
リ
ノ
イ
大
学
芸
術
学
部
造
園

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

（
有
）
創
苑 

代
表
取
締
役
。
作
庭
家
。

1
9
6
4
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
神
奈
川

大
学
中
退
後
、厳
美
造
園
（
横
浜
）、福
島
・

磐
梯
園
（
福
島
）
を
経
て
1
9
9
2
年

浴室から見た目隠しを兼ねた石積

雨戸を開け放ったビレッジ本館

手前の芝生地は来客時の駐車場としても使える折橋邸
全景

拡張施設の玄関口「エントランスブリッジ」

（
ア
メ
リ
カ
・

  
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
日
本
庭
園
）

（
福
島
県
・
創
苑
）

内う
ち
や
ま山 

貞さ
だ
ふ
み文 

氏

新
あ
た
ら
し

　
肇は

じ
め 

氏

学
科
卒
業
、
同
大
学
院
修
了
。

日
本
庭
園
の
技
術
と
欧
米
の
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
ア
ー
キ
テ
ク
ト
と
し
て
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
融
合
、
個
人
庭
園
か
ら
公

共
緑
化
と
幅
広
い
分
野
で
活
動
。
代
表
作

は
、
シ
カ
ゴ
市
ジ
ャ
ク
ソ
ン
パ
ー
ク
、
デ

ン
バ
ー
植
物
園
や
デ
ュ
ー
ク
大
学
内
の

日
本
庭
園
な
ど
。
北
米
日
本
庭
園
協
会

（
N
A
J
G
A
）
の
構
想
・
設
立
発
起
人
。

2
0
1
0
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
各
地
で
、

商
業
施
設
・
個
人
住
宅
な
ど
、
隈
研
吾
氏

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

ア
メ
リ
カ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
講
演
・

執
筆
活
動
。
公
共
日
本
庭
園
や
大
学
に
て

造
園
設
計
・
施
工
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

suchiyam
a@

japanesegarden.org
https://japanesegarden.org

（
有
）
創
苑
を
設
立
。
道
因
寺
庭
園
（『
庭
』

2
0
8
号
発
表
）
で
郡
山
市
ま
ち
な
み

景
観
賞
受
賞
。
代
表
作
:
小
川
の
あ
る

庭
（『
庭
』
1
8
3
号
発
表
）
泉
屋
酒
店

の
庭
（『
庭
』
2
0
0
号
発
表
）、
滝
田

三
良
法
律
事
務
所
庭
園
（『
庭
』
2
0
8

号
発
表
）
他
、
住
宅
、
店
舗
、
寺
院
、
病

院
な
ど
の
作
庭
を
手
掛
け
る
。

kuribari@
ezw

eb.ne.jp

w
e
b
l
o
g  

創
苑
の
杜

日本庭園
協会賞

新
し
い
選
考
規
定
の
下
、
日
本
庭
園
協
会
賞
は
新
肇
氏
、
審
査
員
特
別
賞
は
内
山
貞
文
氏
に

贈
ら
れ
る
こ
と
に
決
定
し
、
平
成
30
年
10
月
21
日
に
日
比
谷
公
園
内
の
松
本
楼
で
開
か
れ
た

創
立
百
周
年
記
念
式
典
で
発
表
さ
れ
、
表
彰
式
を
行
い
賞
状
、
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

審査員
特別賞
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松
尾
大
社
の
境
内
に
立
つ
と
、
本
殿

の
裏
に
あ
る
御
神
体
山
の
木
が
倒
れ
、
岩

肌
が
露
わ
に
な
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

重
森
三
玲
の
遺
作
と
な
る
同
社
の
「
上
古

の
庭
」
作
庭
に
あ
た
り
、
畏
敬
の
念
を
抱

く
と
同
時
に
そ
の
存
在
を
強
く
意
識
し
た

と
い
う
、
そ
の
山
に
あ
る
「
磐
座
」
と
同

じ
よ
う
な
、
大
き
な
岩
盤
で
あ
る
。
今
回

の
見
学
会
の
講
師
、
重
森
千
靑
先
生
は
、

祖
父
で
あ
る
三
玲
の
原
風
景
と
し
て
、
彼

家
、
昭
和
9
年
の
「
室
戸
台
風
」
に
よ
る

庭
園
へ
の
甚
大
な
被
害
が
、
三
玲
を
全
国

古
庭
園
実
測
調
査
に
駆
り
立
て
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
そ
の
成
果
『
日
本
庭
園
史

圖
鑑
』
は
、
今
日
に
お
い
て
も
古
庭
園
研

究
の
バ
イ
ブ
ル
で
あ
り
、特
に
実
測
図
は
、

今
日
の
文
化
財
庭
園
修
復
に
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。
古
庭
園
研
究
の
み
な
ら
ず
、
い

け
ば
な
、
お
茶
、
建
築
と
幅
広
い
分
野
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
三
玲
の

作
庭
は
、そ
れ
ら
日
本
の
歴
史
と
伝
統
と
、

当
時
の
技
術
的
・
美
術
的
動
向
を
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
し
、
日
本
庭
園
に
新
境
地
を
開
こ

う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
青
石
の
立
石

と
白
砂
、
苔
山
の
有
機
的
な
曲
線
の
フ
ォ

ル
ム
、
ベ
ン
ガ
ラ
を
混
ぜ
た
モ
ル
タ
ル
の

縁
取
り
、
実
に
重
森
三
玲
ら
し
い
枯
山
水

の
坪
庭
が
、
泉
涌
寺
の
非
公
開
庭
園
で
あ

る
「
錬
成
道
場
前
庭
園
（
仙
山
庭
）」
で

あ
る
。

瀟
洒
な
雪
見
燈
籠
が
池
畔
に
佇
む
「
御

座
所
庭
園
」
は
程
よ
く
紅
葉
し
、
塔
頭
善

能
寺
の
「
仙
遊
苑
」
も
見
事
な
庭
園
な
が

ら
、
池
の
漏
水
や
樹
木
の
繁
茂
が
口
惜
し

い
。
続
い
て
東
福
寺
は
ま
だ
紅
葉
の
客
で

ご
っ
た
返
す
に
は
至
ら
な
い
が
、
そ
の
中

国
か
ら
開
山
聖
一
国
師
が
持
ち
帰
っ
た
通

天
紅
葉
が
、
現
在
の
赤
い
紅
葉
で
は
な
く

「
ト
ウ
カ
エ
デ
」
の
こ
と
だ
っ
た
と
の
千

靑
先
生
の
お
話
に
膝
を
打
ち
つ
つ
、
目
指

す
は
本
坊
「
八
相
の
庭
」
で
あ
る
。
南
庭

の
蓬
莱
四
仙
島
の
こ
れ
で
も
か
と
い
う
力

強
さ
に
対
し
、
西
、
北
の
市
松
模
様
は
今

日
も
真
新
し
い
感
動
が
あ
る
。「
永
遠
の

モ
ダ
ン
」
を
標
榜
す
る
作
庭
家
の
面
目
躍

如
た
る
様
々
な
工
夫
は
、
塔
頭
龍
吟
庵
の

庭
に
も
見
ら
れ
、
黒
雲
の
中
の
龍
、
竹
垣

の
雷
、
赤
砂
利
の
中
に
は
、
幼
い
日
の
大

明
国
師
に
ま
つ
わ
る
物
語
が
、
写
実
的
と

言
っ
て
い
い
様
子
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
訪
れ
た
一
華
院
で
は
、
千
靑

先
生
の
作
庭
に
よ
る
庭
園
を
拝
見
し
た
。

祖
父
と
父
の
思
想
・
技
法
を
オ
マ
ー
ジ
ュ

し
つ
つ
、
異
な
る
素
材
と
造
形
感
覚
に
よ

る
美
し
く
見
て
い
て
楽
し
い
庭
園
を
拝
見

す
る
と
、「
一
庭
一
庭
が
創
作
」
を
標
榜

し
た
三
玲
の
精
神
が
生
き
て
い
る
こ
と
を

感
じ
た
。　
（
評
議
員　

栃
木
県
支
部
長
）

清
水 

一
樹

鑑
賞
研
究
委
員
会
主
催
　
秋
季
庭
園
見
学
会

今
な
お
新
し
い
感
動
を
生
む
重
森
三
玲
の
庭

2
0
1
8（
平
成
30
）年
11
月
8
日
〜
9
日

泉涌寺「錬成道場前庭園」

松尾大社「上古の庭」

東福寺塔頭龍吟庵「龍の庭」（西庭）

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
良
き

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
日
本
庭
園
協
会
創
立
百
周
年
記
念

事
業
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

5
月
18
日
の
東
日
本
大
震
災
復
興
記
念

庭
園
開
園
式
典
を
ス
タ
ー
ト
に
清
澄
庭
園

連
続
講
演
会
、
浅
草
寺
本
坊
伝
法
院
庭
園

修
復
基
礎
研
修
、
そ
し
て
10
月
21
日
の
記

念
講
演
会
と
記
念
式
典
・
祝
賀
会
と
走
り

続
け
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

多
く
の
ご
寄
付
や
準
備
の
た
め
に
骨
身

を
削
っ
て
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に

対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
そ
の
力

が
結
集
さ
れ
た
結
果
、
日
本
庭
園
協
会
の

底
力
を
世
に
示
せ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
日
本
庭
園
協
会
初
代
理
事
長
の
本

多
静
六
博
士
が
設
計
し
た
日
本
で
最
初
の

洋
風
近
代
公
園
で
あ
り
、
日
本
公
園
史
発

祥
の
「
聖
地
」
と
も
い
う
べ
き
由
緒
あ
る

日
比
谷
公
園
で
記
念
式
典
を
挙
行
で
き
た

こ
と
は
、
庭
園
協
会
に
と
り
ま
し
て
誠
に

意
義
深
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
元
号
が
平
成
か
ら
変
わ

り
ま
す
。
日
本
庭
園
協
会
も
1
0
1
年
目

武蔵野台地から望む富士山

を
新
元
号
と
共
に
歩
み
始
め
ま
す
。
今
ま

で
の
1
0
0
年
は
昨
年
で
総
括
し
て
ま
だ

踏
み
込
ん
で
い
な
い
新
た
な
境
地
を
目
指

し
た
ス
タ
ー
ト
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
庭
園
協
会
の
役
割
は
庭
園
の
価
値

や
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
方
々
に
伝
え
る

こ
と
と
、
庭
園
の
伝
統
技
術
を
後
世
に
継

承
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
今
ま
で
1
0
0

年
に
わ
た
り
庭
園
、
公
園
、
園
芸
及
び
風

致
の
研
究
、
並
び
に
普
及
な
ど
を
目
的
と

し
て
事
業
展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
庭
園
文
化
を

提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
は
変
わ
る
べ
き
も
の
と
変
え
て

は
い
け
な
い
も
の
を
し
っ
か
り
と
見
定
め

て
、
本
部
と
支
部
が
一
体
と
な
っ
て
事
業

展
開
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
風

通
し
の
良
い
、
特
に
若
者
が
自
由
に
発
言

で
き
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
海
外
に
も
目
を
向
け

て
日
本
庭
園
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
す
る
団
体

と
連
携
を
深
め
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

龍
居
名
誉
会
長
は
「
各
方
面
の
有
識
者

に
協
力
を
求
め
、
利
害
を
超
越
し
て
庭
園

趣
味
を
楽
し
む
懇
親
団
体
に
と
い
う
上
原

先
生
の
主
張
に
、
改
め
て
眼
を
向
け
る
こ

と
が
今
後
の
道
へ
の
第
一
歩
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
庭
園
を
狭
い
と
こ
ろ
に
押

し
込
め
な
い
で
、
自
由
に
あ
ら
ゆ
る
立
場

の
人
た
ち
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

行
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
本
庭
園
協
会
は
、
補
助
金
を
受
け
る

な
ど
特
段
の
し
が
ら
み
が
な
い
の
で
、
社

会
に
対
し
て
言
う
べ
き
こ
と
を
率
直
に
言

え
る
唯
一
の
団
体
で
す
。
庭
園
や
公
園
の

保
護
や
保
存
な
ど
に
つ
い
て
社
会
に
対
し

て
「
庭
と
は
な
に
か
」
を
訴
え
続
け
る
と

共
に
庭
園
の
魅
力
・
そ
の
楽
し
み
方
を
市

民
の
皆
様
や
海
外
の
庭
園
を
愛
す
る
皆
様

に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
大
き
な
役
割
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

元
旦
に
、
武
蔵
野
の
台
地
か
ら
黄
金
色

会
長    

高
橋 

康
夫

新
年
の
ご
挨
拶

に
染
ま
る
富
士
山
を
見
ま
し
た
。
ま
ば
ゆ

い
光
の
中
で
富
士
山
は
今
ま
で
の
百
年
を

見
送
り
、
新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
こ
と

を
告
げ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

の
故
郷
岡
山
の
「
豪
渓
」
と
い
う
、
切

立
っ
た
岩
山
の
景
勝
地
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
っ
た
が
、
三
玲
の
「
石
」
に
対
す
る
強

い
こ
だ
わ
り
は
、
こ
の
よ
う
な
神
仏
と
自

然
の
在
り
方
に
端
を
発
し
て
い
る
の
だ
と

改
め
て
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
岩
盤
の
露
出

は
、
先
の
台
風
21
号
の
影
響
だ
と
い
う
。

「
第
三
室
戸
台
風
と
い
っ
て
い
い
」
と
千

靑
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
京
都
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
の
台
風
の
本

講演中の小沼康子講師

緑
と
水
の
市
民
カ
レ
ッ
ジ 

「
み
ん
な
の
緑
学
」
講
座

小
沼
康
子 

講
演
会

『
白
洲
正
子
が
愛
し
た
庭
』
を
聴
い
て

2
0
1
8（
平
成
30
）年
9
月
22
日

藤
枝 

修
子

 

「
み
ん
な
の
緑
学
」
の
講
演
会
が

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
9
月
22
日
（
土
）

に
、
日
比
谷
公
園
内
の
「
緑
と
水
の
市
民

カ
レ
ッ
ジ
」
で
、
本
協
会
と
の
共
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

主
題
は
「
白
洲
正
子
が
愛
し
た
庭
」
で

し
た
が
、
講
演
で
は
、
女
流
文
学
者
た
ち

の
「
住
宅
と
庭
」
と
し
て
、
吉
屋
信
子
、

林
芙
美
子
、
白
洲
正
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
３
人
の
女
性
が
生
き
た
時
代
は
、

女
流
作
家
と
し
て
生
き
や
す
い
時
期
と
は

言
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
講
演

会
で
は
、
写
真
や
図
表
を
含
む
詳
細
な
資

料
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
吉
屋
信
子
が
生
き
た
時
代
は
、

政
治
、
社
会
の
変
遷
に
応
じ
て
庭
や
住
宅

建
築
も
変
遷
し
、
女
流
作
家
と
は
い
え
、

市
民
の
住
宅
事
情
に
も
影
響
を
受
け
ま
し
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個性的な羅漢さんたち

安諸親方を囲んで集合写真

田中公照講師の説明に聞き入る塾生たち 石彫に取り組む作業風景

た
。
そ
し
て
家
族
の
転
勤
な
ど
に
よ
り
、

転
々
と
居
を
変
え
ま
し
た
。
独
立
後
、
豪

邸
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
平
均
的
日
本

人
の
住
宅
事
情
に
見
合
っ
た
住
ま
い
を
得

て
い
ま
し
た
。
吉
田
五
十
八
が
建
築
設
計

を
し
、
飯
田
寅
三
郎
（
後
の
十
基
）
が
竹

の
庭
を
つ
く
っ
た
牛
込
砂
土
原
町
の
家

は
、
戦
災
で
焼
失
し
ま
し
た
。
鎌
倉
長
谷

に
建
て
た
家
は
、
終
の
棲
家
と
な
り
、
没

後
、
鎌
倉
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
林
芙
美
子
の
住
ま
い
は
少
年

期
に
父
母
の
行
商
に
伴
い
転
居
を
重
ね
、

青
年
期
に
は
上
京
し
て
、
新
宿
区
、
中
野

区
、
渋
谷
区
、
世
田
谷
区
、
文
京
区
を
同

棲
し
な
が
ら
転
々
と
し
ま
し
た
。結
婚
後
、

借
家
に
よ
り
居
を
変
え
ま
し
た
の
で
、
自

分
の
好
き
な
庭
を
楽
し
む
こ
と
は
難
し

か
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
が
、
昭
和
14
年

に
下
落
合
に
土
地
を
購
入
し
、
昭
和
16
～

26
年
（
38
〜
48
歳
）
の
間
、住
み
ま
し
た
。

自
宅
か
ら
の
見
晴
ら
し
、
庭
や
佇
ま
い
な

ど
に
は
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
和
風
建
築
の

名
手
で
あ
る
山
口
文
象
の
設
計
に
よ
り
竹

の
庭
を
好
み
ま
し
た
。

最
後
に
白
洲
正
子
は
、祖
父
樺
山
資
紀
、

父
樺
山
愛
輔
と
母
常
子
の
も
と
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
東
京
永
田
町
の
自
邸
は
ジ
ョ
サ

イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
作
1
8
7
7
（
明
治

10
）
年
で
、
20
歳
ま
で
過
ご
し
、
夏
は
御

殿
場
の
別
荘
（
瑞
雲
楼
）
が
使
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
別
荘
の
庭
づ
く
り
に
母
（
常
子
）

が
力
を
入
れ
、
庭
師
松
本
亀
吉
の
仕
事
ぶ

り
が
見
事
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
後
、
大
磯
の
別
荘

「
自
然
亭
」
の
離
れ
に
住
ん
だ
の
ち
、
赤

坂
氷
川
町
、
軽
井
沢
別
荘
、
小
石
川
水
道

町
な
ど
10
ヶ
所
位
に
転
居
後
、
昭
和
18
年

～
平
成
10
年
（
正
子
32
～
88
歳
）
は
鶴
川

2
0
1
8（
平
成
30
）年
10
月
26
日
〜
28
日

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
10
月
26
日
か

ら
28
日
に
か
け
て
、「
安
諸
塾
Ｉ
Ｎ
鳥
取
」

と
題
し
て
、
石
仏
彫
刻
の
講
習
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
は
昨
年
、
島

根
県
支
部
が
安
来
市
奥
野
邸
で
行
っ
た

「
安
諸
塾
」
に
参
加
し
た
際
に
、「
鳥
取
で

若
い
作
庭
家
を
集
め
て
石
仏
を
彫
ろ
う

よ
」
と
安
諸
定
男
親
方
の
進
言
が
発
端
で

し
た
。
安
諸
親
方
と
前
鳥
取
県
支
部
長
の

田
中
節
照
氏
に
20
年
来
の
交
流
が
あ
り
、

息
子
の
田
中
公
照
（
雪
松 

社
長
）
氏
が

岡
崎
で
石
の
修
業
中
に
第
41
回
技
能
五
輪

私
が
初
め
て
石
仏
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
20
歳
頃
で
、
ま
だ
庭
師
の
仕
事
を
す
る

安
諸
塾
Ｉ
Ｎ
鳥
取

鳥
取
県
支
部

い
ま
山
陰
が
熱
い
！

安
諸
塾
I
N
鳥
取
に
参
加
し
て

石
亀 

靖

鈴
木 

雅
渡

鳥
取
県
支
部
／
北
海
道
南
支
部

支
部
活
動
報
告

講
習
会
は
田
中
公
照
氏
を
講
師
に
、
30

名
の
参
加
者
で
各
自
独
自
の
羅
漢
さ
ん
の

彫
刻
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の
塾
生
は
石
材
を
扱
っ
た
経
験
が
な

く
、石
道
具
の
扱
い
方
か
ら
説
明
を
受
け
、

新
品
の
ノ
ミ
で
は
石
を
彫
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
知
り
、
ま
ず
道
具
を
研
ぐ
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
エ
ア
ー
チ
ッ

パ
ー
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
チ
ゼ
ル
の
研

ぎ
方
ひ
と
つ
で
使
い
勝
手
の
良
し
悪
し
や

破
損
を
防
ぐ
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

次
に
、
コ
ヤ
ス
ケ
と
丸
ノ
ミ
を
用
い
て

天
端
の
仕
上
げ
方
を
学
び
ま
し
た
。
続
い

て
親
方
か
ら
来
鳥
記
念
の
石
碑
に
標
す

た
め
、「
楽ら
く
し
ゆ
う
せ
き
り
て
い

只
遊
石
理
定
」
の
お
言
葉
を

頂
き
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
タ
ー
で
手
掘
り
彫

刻
の
実
演
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お

言
葉
は
、「
道
を
定
め
て
ひ
た
す
ら
に
庭

づ
く
り
を
楽
し
め
」
と
の
こ
と
だ
と
記
憶

し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
た
だ
親
方
と
一
緒
の
時
間
が
も
っ

た
い
な
い
の
で
、
お
昼
を
食
べ
な
が
ら
東

京
都
支
部
が
作
成
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
土

塀
』
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
親
方
が
猛

暑
の
中
ご
指
導
な
さ
っ
て
る
姿
は
観
て
る

も
の
を
魅
了
し
、
時
折
ご
自
分
の
姿
を
見

て
発
せ
ら
れ
る
親
方
ジ
ョ
ー
ク
に
和
み
ま

し
た
。
ま
さ
に
「
庭
づ
く
り
に
熱
中
症
に

な
ら
ん
」
と
皆
心
に
刻
ん
だ
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
続
い
て
方
丈
さ
ん
よ
り
、
瀬
戸

内
寂
聴
さ
ん
の
文
献
を
引
用
し
た
あ
り
が

た
い
教
え
を
授
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
花
沢
石
を
彫
っ
て
、
羅
漢
さ

ん
を
彫
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
粘
土
で
塑
像
の
モ
デ
ル
を

作
っ
て
お
い
た
の
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
で

石
材
に
輪
郭
線
と
中
心
線
を
墨
付
け
し
ま

し
た
。
中
心
線
は
最
後
ま
で
付
け
直
す
こ

と
が
重
要
で
す
。
サ
ン
ダ
ー
で
大
ま
か
に

削
り
取
り
ま
し
た
が
、
そ
の
粉
じ
ん
の
す

ご
い
こ
と
。
作
業
場
所
を
コ
ン
パ
ク
ト
に

設
営
し
た
た
め
、
皆
さ
ん
が
ほ
こ
り
ま
み

れ
で
大
変
で
し
た
。
親
方
も
こ
の
塾
生
の

姿
を
見
ら
れ
、
い
た
っ
て
感
銘
の
言
葉
を

頂
戴
し
ま
し
た
。
カ
ニ
を
食
べ
る
と
き
、

無
口
に
な
り
ま
す
。そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

皆
は
石
像
彫
り
に
は
ま
っ
て
黙
々
と
羅
漢

さ
ん
と
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
田
中
公
照
さ
ん
の
事
務
所

に
移
動
し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
初
め
て
使

う
エ
ア
ー
チ
ッ
パ
ー
と
格
闘
し
ま
し
た

が
、
ど
れ
も
個
性
的
で
素
敵
な
羅
漢
さ
ん

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
後
日
、
会
場
提

供
を
し
て
頂
い
た
鳥
取
市
の
栖
願
寺
さ
ん

に
羅
漢
さ
ん
を
安
置
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
栖
願
寺
さ
ん
の
方
丈
の
庭
は
雪
松
さ

ん
が
手
が
け
ら
れ
た
「
八
正
道
」
の
庭
で

す
。
栖
願
寺
さ
ん
の
第
３
の
宝ほ
う
も
つ物
と
し
て

頂
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
定
め
し
、
個
々

の
出
来
の
良
し
悪
し
は
言
い
っ
こ
な
し

で
、
安
諸
親
方
と
共
に
過
ご
し
た
時
間
を

つ
な
ぎ
と
め
る
羅
漢
さ
ん
は
、
そ
の
場
に

い
た
塾
生
だ
け
の
宝た
か
ら
も
の物と

な
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
安
諸

塾
に
関
わ
っ
て
頂
い
た
す
べ
て
の
皆
様
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

か
つ
て
多
く
の
若
手
作
庭
者
を
育
て
た
小

形
学
校
（
造
園
家
小
形
研
三
）
に
触
れ
あ

え
た
よ
う
に
、
恩
返
し
を
山
陰
の
地
で
で

き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

来
る
新
元
号
の
初
年
度
10
月
に
倉
吉

市
に
て
、
伝
統
的
作さ

っ
ぽ
う法
に
よ
る
版
築
づ

く
り
と
野
面
積
み
「
安
諸
塾
Ｉ
Ｎ
鳥
取

2
0
1
9
」
を
開
塾
致
し
ま
す
。
多
く
の

参
加
者
の
皆
様
に
、
安
諸
親
方
の
薫
陶
を

共
に
受
け
て
頂
き
た
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら

皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念
し
て
、
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

親
方
と
お
話
を
す
る
中
で
、
期
せ
ず
し
て

恩
師
斉
藤
一
雄
先
生
の
話
題
が
出
て
、
と

て
も
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

安
諸
親
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　（

評
議
員　

鳥
取
県
支
部
長
）

村
の
茅
葺
き
屋
根
の
家
、
武
相
荘
に
住
み

ま
し
た
。
庭
園
管
理
を
行
っ
た
福
住
豊
氏

（
飯
田
十
基
の
弟
子
）
か
ら
の
聞
き
と
り

で
は
、
「
あ
る
が
ま
ま
」
の
自
然
を
愛
し

た
正
子
の
自
然
観
、
庭
園
観
な
ど
、
貴
重

な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

（
副
会
長　

鑑
賞
研
究
委
員
長
）

全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
（
銀
賞
）
を
収

め
る
石
の
マ
イ
ス
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
親

方
の
心
を
動
か
し
た
の
で
し
た
。
実
際
、

公
照
氏
の
確
か
な
技
術
に
よ
っ
て
今
回
の

講
習
は
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
、
島
根
県
支
部

の
方
々
の
熱
意
が
、
親
方
を
こ
の
山
陰
の

地
に
招
請
で
き
た
要
因
で
あ
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
昔
、
尊
敬
す
る

福
山
の
庭
朋
会
の
皆
さ
ん
が
庭
の
師
匠
を

求
め
て
日
本
庭
園
協
会
に
入
会
し
、
全
国

行
脚
の
集
大
成
と
し
て
沼
隈
の
平
家
谷
に

て
伝
統
庭
園
技
塾
を
開
催
さ
れ
た
頃
の
姿

と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
、
こ
ん
な
に
庭

づ
く
り
に
熱
い
仲
間
が
山
陰
の
地
に
出
現

し
た
感
激
を
禁
じ
え
ず
、
涙
が
こ
み
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

前
で
し
た
。
旅
行
が
趣
味
で
、
庭
な
ど
に

も
興
味
が
あ
り
、
全
国
各
地
の
庭
を
見
て

回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
京
都
の

三
千
院
の
庭
を
見
に
行
っ
た
際
に
「
わ
ら

べ
地
蔵
」
と
い
う
石
仏
を
見
た
時
、
そ
の

す
ご
く
優
し
く
楽
し
げ
な
表
情
に
心
を
打

た
れ
た
の
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て

い
ま
す
。
造
園
業
と
い
う
仕
事
に
就
き
、

木
や
石
に
直
接
触
れ
る
よ
う
に
な
り
石
仏

な
ど
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
自
分
で
も

作
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
安
諸
塾
初
日
、
講
師
の
田
中
公
照
さ

ん
か
ら
道
具
の
使
い
方
や
石
道
具
の
研
ぎ

方
な
ど
を
一
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
講
師
の
方
か
ら
「
あ
と
は
体
で
覚
え

て
く
だ
さ
い
」
と
度
々
言
わ
れ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
夜
は
安
諸
親
方
や
参
加
者

の
皆
さ
ん
た
ち
で
懇
親
会
が
あ
り
、
各
地

か
ら
来
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
と
話
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庭
園
協
会
ニ
ュ
ー
ス
第
94
号
３
ペ
ー
ジ

創
立
百
周
年
記
念
講
演　
「
日
本
庭
園
の
未

来
１
０
０
年
後
を
夢
見
て
」
の
講
演
者
ほ

か
が
抜
け
て
い
ま
し
た
。
粟
野
隆　

東
京

農
業
大
学
准
教
授　

講
演
要
旨　

文
責
・

柴
田
正
文　

で
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
い
い
刺
激
を
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
2
日
目
は
い
よ

い
よ
実
習
で
す
。
今
回
は
彫
っ
た
羅
漢
像

を
会
場
で
も
あ
る
栖
願
寺
さ
ん
に
奉
納
す

る
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
自
分
な
り
に
考

え
、心
を
込
め
て
彫
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

黙
々
と
石
を
彫
る
中
、
安
諸
親
方
に
「
自

分
の
思
っ
て
い
る
通
り
に
や
っ
て
み
る
と

い
い
よ
」
と
声
を
か
け
て
頂
き
、
自
信
を

持
っ
て
彫
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仕
上

が
り
は
何
と
も
言
え
な
い
出
来
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
記
念
に
サ
ン

ド
ブ
ラ
ス
ト
で
記
念
碑
を
作
る
際
に
安
諸

親
方
の
書
か
れ
た
「
楽
只
遊
石
理
定
」
と

い
う
言
葉
の
通
り
、
自
分
の
定
め
た
道
を

楽
し
み
な
が
ら
で
き
た
の
で
は
な
い
か
な

⁉
と
思
い
ま
す
。
造
園
の
仕
事
は
樹
木
や

石
を
扱
う
だ
け
で
は
な
く
大
工
仕
事
で

あ
っ
た
り
、
左
官
仕
事
な
ど
何
で
も
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
覚
え
る
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
大
変
で
す
が
、
で
き
た
時
の
喜

び
や
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然

と
の
向
き
合
い
方
や
庭
に
込
め
る
願
い
や

思
い
な
ど
も
豊
か
に
表
現
で
き
る
よ
う

に
、
も
っ
と
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
も
っ
と
自
分

の
中
で
深
掘
り
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
庭
師

人
生
を
楽
し
め
る
一
つ
の
武
器
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
一
般
参
加　

愛
知
県
在
住
）

2
0
1
8（
平
成
30
）年
11
月
3
日

よ
く
会
食
の
席
な
ど
で
出
さ
れ
た
料
理

に
苦
言
を
呈
す
人
が
い
ま
す
が
、
同
じ
よ

う
に
庭
を
見
学
し
て
い
て
も
「
こ
れ
は
良

い
」「
こ
れ
は
良
く
な
い
」
と
言
う
人
が

い
ま
す
。私
も
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

よ
く
考
え
る
と
そ
れ
は
個
人
の
嗜
好
の
違

い
で
あ
り
、
他
の
人
は
ま
た
違
っ
た
考
え

が
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。
私
も
知

ら
ぬ
間
に
偏
っ
た
も
の
の
見
方
に
な
っ
て

は
い
な
い
か
と
意
識
し
て
気
を
付
け
て
い

ま
す
。
見
方
に
よ
っ
て
庭
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
テ
ー
マ

で
今
回
の
講
習
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
思
い
を
以
前
か
ら
持
っ
て

い
ま
し
た
が
、
宮
城
で
の
伝
統
庭
園
技
塾

で
、
竹
田
さ
ん
と
夜
飲
み
な
が
ら
庭
園
談

11
月
３
日
北
海
道
南
支
部
で
は
廣
瀬
慶

寛
氏
・
竹
田
利
光
氏
を
お
招
き
し
「
庭
を

創
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
竹
田
氏
の
講
演
は
作
庭
に
革
命
を

起
こ
す
。
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
今
ま
で

見
た
こ
と
の
な
い
ジ
ャ
ン
ル
、
見
た
こ
と

の
な
い
も
の
を
創
る
こ
と
に
挑
戦
を
し
た

い
。
そ
の
中
で
竹
田
氏
は
ユ
ー
モ
ア
の
あ

廣
瀬
慶
寛
・
竹
田
利
光
講
演
会

「
庭
を
創
る
」

北
海
道
南
支
部

講
演
会
を
企
画
し
て

『
攻
め
の
庭
、
守
り
の
庭
』

桃
井 

雅
彦

豊
田 

浩
士

義
を
し
て
い
る
時
に
、
講
演
し
て
も
ら
っ

た
ら
面
白
い
な
と
思
い
「
函
館
に
来
て
講

演
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
誘
い
ま
し
た

ら
、快
く
「
ぜ
ひ
」
と
引
き
受
け
て
頂
き
、

塾
長
の
廣
瀬
氏
に
も
お
願
い
し
て
来
て
頂

け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
実
際

に
講
演
会
を
開
催
す
る
と
な
る
と
準
備
も

大
変
で
、
日
程
の
調
整
な
ど
で
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
が
何
と
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
演
会
に
参
加
頂
い
た
皆
さ
ん
が
、
今

の
自
分
と
は
違
う
何
か
を
心
に
感
じ
て
頂

い
た
な
ら
ば
意
味
が
あ
り
ま
す
。
２
人
の

作
庭
観
を
皆
さ
ん
が
ど
う
受
け
止
め
た
の

か
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
各
自
が
今
後
の
作
庭
に
生
か
し
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
会
を
機
縁
に
し
て
こ
れ
か

ら
も
色
々
と
企
画
し
て
、
支
部
活
動
を
行

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
評
議
員　

北
海
道
南
支
部
長
）

　

竹田利光講師（左） 講演風景

る
庭
を
創
り
た
い
と
今
ま
で
作
庭
し
た
庭

の
写
真
を
幾
つ
か
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
自
分
が
今
ま
で
想
像
し
て
い
た
庭

と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
、
ま
さ
に
新
し

い
も
の
づ
く
り
へ
の
挑
戦
、
攻
め
の
作
庭

と
感
じ
ま
し
た
。
廣
瀬
氏
の
講
演
で
は
、

で
き
る
だ
け
自
然
に
学
び
、
自
然
の
流
れ

を
見
る
だ
け
で
も
庭
づ
く
り
の
勉
強
に
な

る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
幾
つ
か
作
品
を

見
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
石
組
や
燈
籠
、
植

栽
な
ど
を
使
い
、
伝
統
的
な
技
術
を
使
っ

て
落
着
い
た
空
間
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
が

古
臭
く
な
い
庭
に
感
じ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
庭
を
創
る
」
で
し
た
が
人
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
方
で
庭
と
い
っ
て
も
全
然
違
う
も

の
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、
今
後

自
分
が
ど
ん
な
も
の
を
作
り
た
い
の
か
考

え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
会
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
人
の
作
品
を
見

て
、
い
つ
か
は
自
分
ら
し
い
庭
が
作
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
正
会
員　

北
海
道
南
支
部
）


